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(57)【要約】
【課題】車両の始動から画像表示の視認性を安定且つ車
両の走行時には円滑な画像表示を達成する表示制御ユニ
ットの提供。
【解決手段】表示制御ユニットは、液晶パネルの現在温
度Ｔｐを取得する温度取得部Ｓ１３２と、液晶パネルを
なす画素群のうちアンチエイリアス処理により中間輝度
値Ｌｍが与えられる中間輝度画素を選択する画素選択部
Ｓ１２０，Ｓ１２１と、車両の始動を起点として初期更
新期間Ｐｉを規定する期間規定部Ｓ１３０と、期間規定
部により規定の初期更新期間Ｐｉに、温度取得部により
取得の現在温度Ｔｐに応じて中間輝度値Ｌｍの補正を更
新する一方、始動から初期更新期間Ｐｉが経過すると、
現在温度Ｔｐに応じた更新を中止する輝度補正部Ｓ１３
１，Ｓ１３３，Ｓ１３４，Ｓ１３５，Ｓ１３６，Ｓ１３
７と、画素選択部により選択の中間輝度画素を輝度補正
部により補正の中間輝度値Ｌｍに基づいて駆動する画素
駆動部Ｓ１４とを、機能的に構築する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載される液晶パネル（２）の画像表示を制御する表示制御ユニット（４）であ
って、
　前記液晶パネルの現在温度（Ｔｐ）を取得する温度取得部（Ｓ１３２）と、
　前記液晶パネルをなす画素群のうち、アンチエイリアス処理により最小輝度値及び最大
輝度値間の中間輝度値が与えられる中間輝度画素（２１１ｂ，２１２ｂ）を、選択する画
素選択部（Ｓ１２０，Ｓ１２１）と、
　前記車両の始動を起点として初期更新期間（Ｐｉ）を規定する期間規定部（Ｓ１３０，
Ｓ２１３１，Ｓ３１３０）と、
　前記期間規定部により規定された前記初期更新期間には、前記温度取得部により取得さ
れた前記現在温度に応じて前記中間輝度値の補正を更新する一方、前記始動から前記初期
更新期間が経過すると、前記現在温度に応じた当該更新を中止する輝度補正部（Ｓ１３１
，Ｓ１３３，Ｓ１３４，Ｓ１３５，Ｓ１３６，Ｓ１３７，Ｓ１３８，Ｓ２１３０）と、
　前記画素選択部により選択された前記中間輝度画素を、前記輝度補正部により補正され
た前記中間輝度値に基づいて駆動する画素駆動部（Ｓ１４）とを、備える表示制御ユニッ
ト。
【請求項２】
　前記期間規定部（Ｓ１３０）は、
　前記始動から前記液晶パネルの温度を安定させるための予設定期間に、前記初期更新期
間を固定する請求項１に記載の表示制御ユニット。
【請求項３】
　前記期間規定部（Ｓ２１３１）は、
　前記温度取得部により取得された前記現在温度が安定したと判断するまで、前記初期更
新期間を継続させる請求項１に記載の表示制御ユニット。
【請求項４】
　前記期間規定部（Ｓ３１３０）は、
　前記温度取得部により取得された前記現在温度に基づいて、当該現在温度が安定するま
での前記初期更新期間を推定する請求項１に記載の表示制御ユニット。
【請求項５】
　前記輝度補正部は、
　基準温度（Ｔｂ）に対応して１よりも大きなガンマ値としての基準ガンマ値をγｂと定
義し、前記温度取得部により取得された前記現在温度に対応するガンマ値としての現在ガ
ンマ値をγｐと定義し、前記最大輝度値をＬｌと定義し、前記画素選択部により選択され
た前記中間輝度画素の前記中間輝度値をＬｍと定義すると、当該中間輝度値から変換させ
る補正輝度値（Ｌｃ）として、Ｌｌ×（Ｌｍ／Ｌｌ）（γｂ／γｐ）にて表される値を更
新演算する請求項１～４のいずれか一項に記載の表示制御ユニット。
【請求項６】
　前記画素選択部は、
　前記画素群のうち、第一輝度値の第一画素領域（２１１）と第二輝度値の第二画素領域
（２１２）との境界に位置してそれら第一輝度値及び前記第二輝度値間の前記中間輝度値
が与えられる前記中間輝度画素であって、前記アンチエイリアス処理により周囲画素（２
１３）との平均輝度値が前記中間輝度値として与えられる前記中間輝度画素を、選択する
請求項５に記載の表示制御ユニット。
【請求項７】
　車両に搭載される液晶パネル（２）と共に、前記液晶パネルの画像表示を制御する表示
制御ユニット（４）を、含んで構成される液晶表示装置（１）であって、
　前記表示制御ユニットは、
　前記液晶パネルの現在温度（Ｔｐ）を取得する温度取得部（Ｓ１３２）と、
　前記液晶パネルをなす画素群のうち、アンチエイリアス処理により最小輝度値及び最大
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輝度値間の中間輝度値が与えられる中間輝度画素（２１１ｂ，２１２ｂ）を、選択する画
素選択部（Ｓ１２０，Ｓ１２１）と、
　前記車両の始動を起点として初期更新期間（Ｐｉ）を規定する期間規定部（Ｓ１３０，
Ｓ２１３１，Ｓ３１３０）と、
　前記期間規定部により規定された前記初期更新期間には、前記温度取得部により取得さ
れた前記現在温度に応じて前記中間輝度値の補正を更新する一方、前記始動から前記初期
更新期間が経過すると、前記現在温度に応じた当該更新を中止する輝度補正部（Ｓ１３１
，Ｓ１３３，Ｓ１３４，Ｓ１３５，Ｓ１３６，Ｓ１３７，Ｓ１３８，Ｓ２１３０）と、
　前記画素選択部により選択された前記中間輝度画素を、前記輝度補正部により補正され
た前記中間輝度値に基づいて駆動する画素駆動部（Ｓ１４）とを、備える液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御ユニット及び液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両に搭載される液晶パネルと共に、同パネルの画像表示を制御する表示制御ユニット
を含んで構成された液晶表示装置は、広く知られている。
【０００３】
　例えば特許文献１に開示の液晶表示装置では、最大輝度値の第一画素領域と最小輝度値
の第二画素領域との境界に位置する画素の輝度値として、それら最大輝度値及び最小度値
間の中間輝度値が与えられている。これにより、与えられた中間輝度値に基づく画素駆動
が実現されることで、第一画素領域と第二画素領域との境界におけるジャギーを緩和して
視認性を高めることが可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２１７４２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　さて、特許文献１の開示装置のように中間輝度値を与える処理は、一般にアンチエイリ
アス処理と呼ばれている。こうしたアンチエイリアス処理により中間輝度値の与えられる
画素では、液晶パネルのガンマ値に起因して実際の表示輝度（以下、実表示輝度と表記）
が当該中間輝度値からずれる。ここでガンマ値は、液晶パネルの温度に依存する。そのた
め、中間輝度値に基づき駆動される画素での実表示輝度には、車両の始動から液晶パネル
の温度が上昇していくに従って、中間輝度値からのずれに違いが生じてくる。このような
実表示輝度ずれの温度依存性には、ジャギーの緩和による見栄えにばらつきを招くおそれ
がある。
【０００６】
　そこで、見栄えのばらつきを抑制するには、アンチエイリアス処理により与えられた中
間輝度値を補正することが考えられる。しかし、車両において始動から時間の経過した走
行時に表示制御ユニットでは、中間輝度値の補正にリソースが費やされると、画像表示制
御に必要なリソースが減少してしまう。このようなリソースの減少は、車両走行時の円滑
な画像表示を妨げるおそれがある。
【０００７】
　本発明は、以上説明した問題に鑑みてなされたものであって、その目的は、車両の始動
から画像表示の視認性を安定させると共に、車両の走行時には円滑な画像表示を達成する
表示制御ユニット及び液晶表示装置を、提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　以下、課題を達成するための発明の技術的手段について、説明する。尚、発明の技術的
手段を開示する特許請求の範囲及び本欄に記載された括弧内の符号は、後に詳述する実施
形態に記載された具体的手段との対応関係を示すものであり、発明の技術的範囲を限定す
るものではない。
【０００９】
　上述の課題を解決するために開示された第一発明は、
　車両に搭載される液晶パネル（２）の画像表示を制御する表示制御ユニット（４）であ
って、
　液晶パネルの現在温度（Ｔｐ）を取得する温度取得部（Ｓ１３２）と、
　液晶パネルをなす画素群のうち、アンチエイリアス処理により最小輝度値及び最大輝度
値間の中間輝度値が与えられる中間輝度画素（２１１ｂ，２１２ｂ）を、選択する画素選
択部（Ｓ１２０，Ｓ１２１）と、
　車両の始動を起点として初期更新期間（Ｐｉ）を規定する期間規定部（Ｓ１３０，Ｓ２
１３１，Ｓ３１３０）と、
　期間規定部により規定された初期更新期間には、温度取得部により取得された現在温度
に応じて中間輝度値の補正を更新する一方、始動から初期更新期間が経過すると、現在温
度に応じた当該更新を中止する輝度補正部（Ｓ１３１，Ｓ１３３，Ｓ１３４，Ｓ１３５，
Ｓ１３６，Ｓ１３７，Ｓ１３８，Ｓ２１３０）と、
　画素選択部により選択された中間輝度画素を、輝度補正部により補正された中間輝度値
に基づいて駆動する画素駆動部（Ｓ１４）とを、備える表示制御ユニットである。
【００１０】
　また、上述の課題を解決するために開示された第二発明は、
　車両に搭載される液晶パネル（２）と共に、液晶パネルの画像表示を制御する表示制御
ユニット（４）を、含んで構成される液晶表示装置（１）であって、
　表示制御ユニットは、
　液晶パネルの現在温度（Ｔｐ）を取得する温度取得部（Ｓ１３２）と、
　液晶パネルをなす画素群のうち、アンチエイリアス処理により最小輝度値及び最大輝度
値間の中間輝度値が与えられる中間輝度画素（２１１ｂ，２１２ｂ）を、選択する画素選
択部（Ｓ１２０，Ｓ１２１）と、
　車両の始動を起点として初期更新期間（Ｐｉ）を規定する期間規定部（Ｓ１３０，Ｓ２
１３１，Ｓ３１３０）と、
　期間規定部により規定された初期更新期間には、温度取得部により取得された現在温度
に応じて中間輝度値の補正を更新する一方、始動から初期更新期間が経過すると、現在温
度に応じた当該更新を中止する輝度補正部（Ｓ１３１，Ｓ１３３，Ｓ１３４，Ｓ１３５，
Ｓ１３６，Ｓ１３７，Ｓ１３８，Ｓ２１３０）と、
　画素選択部により選択された中間輝度画素を、輝度補正部により補正された中間輝度値
に基づいて駆動する画素駆動部（Ｓ１４）とを、備える液晶表示装置である。
【００１１】
　これら第一及び第二発明によると、車両の始動を起点として規定される初期更新期間で
は、選択される中間輝度画素にアンチエイリアス処理によって与えられる中間輝度値の補
正が、液晶パネルの現在温度に応じて更新される。これによれば、補正の更新された中間
輝度値に基づき駆動される中間輝度画素での実表示輝度には、中間輝度値からのずれに温
度依存性が現出するのを抑制することができる。
【００１２】
　しかも第一及び第二発明によると、車両の始動から初期更新期間が経過すると、現在温
度に応じた中間輝度値の補正更新が中止される。これによれば、車両において始動から初
期更新期間の経過した走行時の表示制御ユニットでは、中間輝度値の補正更新に費やされ
るリソースを低減して、画像表示制御に必要なリソースを確保することができる。
【００１３】
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　以上のことから第一及び第二発明では、車両の始動から画像表示の視認性を安定させる
と共に、車両の走行時には円滑な画像表示を達成することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第一実施形態による液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】第一実施形態による基準温度での駆動データを説明するための画像イメージ図で
ある。
【図３】第一実施形態による特性を説明するためのグラフである。
【図４】第一実施形態による基準データを説明するための画像イメージ図である。
【図５】第一実施形態による液晶表示制御フローを示すフローチャートである。
【図６】第一実施形態による中間輝度画素の選択を説明するための画像イメージ図である
。
【図７】第一実施形態による中間データを説明するための画像イメージ図である。
【図８】第一実施形態による液晶パネル温度の時間変化を説明するためのグラフである。
【図９】第一実施形態による現在温度での駆動データを説明するための画像イメージ図で
ある。
【図１０】第一実施形態による基準温度での実表示輝度を説明するための画像イメージ図
である。
【図１１】第一実施形態による現在温度での実表示輝度を説明するための画像イメージ図
である。
【図１２】第二実施形態による液晶表示制御フローを示すフローチャートである。
【図１３】第三実施形態による液晶表示制御フローを示すフローチャートである。
【図１４】第一実施形態の変形例による液晶表示制御フローを示すフローチャートである
。
【図１５】第一実施形態の変形例による液晶表示制御フローを示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の複数の実施形態を図面に基づいて説明する。尚、各実施形態において対
応する構成要素には同一の符号を付すことにより、重複する説明を省略する場合がある。
各実施形態において構成の一部分のみを説明している場合、当該構成の他の部分について
は、先行して説明した他の実施形態の構成を適用することができる。また、各実施形態の
説明において明示している構成の組み合わせばかりではなく、特に組み合わせに支障が生
じなければ、明示していなくても複数の実施形態の構成同士を部分的に組み合わせること
ができる。
【００１６】
　（第一実施形態）
　図１に示すように本発明の第一実施形態による液晶表示装置１は、液晶パネル２と共に
、温度センサ３と表示制御ユニット４とを、含んで構成されている。この液晶表示装置１
は、車両に搭載される。
【００１７】
　液晶パネル２は、パネル本体２０とバックライト２２とを備えている。パネル本体２０
は、車両の車室内のうち乗員席の周囲において、例えばインストルメントパネル等に設置
される。パネル本体２０は、乗員席側を向けて配置される透過照明型の液晶画面２１を、
有している。液晶画面２１は、液晶画素を二次元方向に複数ずつ配列したドットマトリク
ス状の画素群から、構成されている。液晶画面２１は、画素群をなす各液晶画素の駆動に
より、例えば図形又は文字等といった画像を実像表示する。ここで液晶画面２１は、本実
施形態ではノーマリブラック型の画面であり、モノクロの画像を表示する。こうした液晶
画面２１を実現するパネル本体２０には、例えば比較的安価で低解像度なＴＦＴ液晶モニ
タ等が採用される。
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【００１８】
　バックライト２２は、車両において乗員席とは反対側となるパネル本体２０の背後に、
設置される。バックライト２２は、例えばＬＥＤ等の光源と拡散板とを主体として、構成
されている。バックライト２２は、通電に応じて光源から放射される光を、拡散板により
拡散して出射する。このときバックライト２２は、パネル本体２０に向けて光を出射する
ことで、液晶画面２１を透過照明する。これにより、液晶画面２１の形成画像が発光表示
されることになる。
【００１９】
　温度センサ３は、液晶パネル２の温度を取得するために、車両において所定箇所に設置
される。温度センサ３は、例えばサーミスタ等の感温素子を主体として、構成されている
。本実施形態の温度センサ３は、パネル本体２０内のガラス基板に実装され、液晶画面２
１の温度を直接的に検出して取得する。尚、温度センサ３は、液晶パネル２のうちパネル
本体２０外となるバックライト２２又は表示制御ユニット４に実装され、液晶画面２１の
温度を間接的に検出して取得するものであってもよい。あるいは温度センサ３には、液晶
パネル２外となる車両搭載センサが代用されてもよく、この場合に液晶画面２１の温度は
、当該車両搭載センサの検出温度から推定的に取得可能となる。
【００２０】
　表示制御ユニット４は、液晶パネル２の画像表示を制御するために、車両において所定
箇所（一箇所に纏めて又は複数箇所に分離して）に設置される。表示制御ユニット４は、
例えばＡＳＩＣ等の画像処理回路とマイクロコンピュータと液晶駆動回路とを主体として
、構成されている。表示制御ユニット４は、パネル本体２０とバックライト２２と温度セ
ンサ３とに対し、電気的に接続されている。それと共に表示制御ユニット４は、図示はし
ないが、車両に搭載された各種センサのうち画像表示に必要な少なくとも一つのセンサ（
以下、単に車両センサと表記）に対し、例えばＬＡＮ等の車内ネットワークを介して通信
可能に接続されている。
【００２１】
　表示制御ユニット４は、液晶画面２１に表示させる画像のマトリクスデータとして、温
度センサ３と車両センサとからの出力信号に基づく駆動データＤｄ（図２を参照）を生成
する。このとき表示制御ユニット４は、内部メモリ４０に予め記憶の画像データ（映像デ
ータ）を元に駆動データＤｄを生成してもよいし、外部からの画像信号（映像信号）を元
に駆動データＤｄを生成してもよいし、それら画像データ及び画像信号の双方を元に駆動
データＤｄを生成してもよい。
【００２２】
　表示制御ユニット４により生成される駆動データＤｄは、液晶画面２１の画素群をなす
各液晶画素毎に個別に与えられる輝度値を、規定する。ここで駆動データＤｄは、画素群
の一部を模式的な画像イメージで図２に示すように、Ｘ，Ｙ両軸方向に複数ずつ並ぶ各液
晶画素の輝度値を０～２５５の２５６階調にて規定する、所謂８ビットデータから構成さ
れている。この駆動データＤｄが規定する各液晶画素の輝度値は、駆動輝度値Ｌｄと定義
される。
【００２３】
　このように定義される駆動データＤｄの駆動輝度値Ｌｄに基づくことで、表示制御ユニ
ット４は液晶画面２１の各液晶画素を駆動する。その結果として液晶画面２１では、図３
に例示するように液晶パネル２に固有且つ同パネル２の温度に依存するガンマ値γに起因
して、各液晶画素による実表示輝度Ｌｒが下記の式１に従うこととなる。ここで式１にお
けるＬｌは、画素群をなす各液晶画素の最大輝度値、即ち本実施形態では２５５に定義さ
れる。尚、図３には、式１に従う実表示輝度Ｌｒの駆動輝度値Ｌｄに対する相関、即ち後
に詳述する補正のない場合には駆動輝度値Ｌｄとして与えられていた中間輝度値Ｌｍに対
する実表示輝度Ｌｒの相関が、常温（２５℃）と低温（－３０℃）とで対比して例示され
ている。
　Ｌｒ＝Ｌｌ×（Ｌｄ／Ｌｌ）γ　…（式１）
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【００２４】
　したがって、駆動輝度値Ｌｄとして最小輝度値の０が与えられる場合には、式１に従っ
て実表示輝度Ｌｒも０となることで、液晶画素の表示色はブラックとなる。また、駆動輝
度値Ｌｄとして最大輝度値Ｌｌの２５５が与えられる場合には、式１に従って実表示輝度
Ｌｒも２５５となることで、液晶画素の表示色はホワイトとなる。さらに、駆動輝度値Ｌ
ｄとして０，２５５の間に定義される中間輝度値Ｌｍのうち１～２５４のいずれかが与え
られる場合には、式１に従う実表示輝度Ｌｒが現出することで、液晶画素の表示色がグレ
ーとなる。
【００２５】
　以上の駆動データＤｄを生成するための元データとして本実施形態の表示制御ユニット
４は、先述の如き画像データ及び画像信号のうち少なくとも一方に基づく基準データＤ０
（図４を参照）を、準備する。ここで基準データＤ０は、画素群の一部を模式的な画像イ
メージで図４に示すように、Ｘ，Ｙ両軸方向に複数ずつ並ぶ各液晶画素の輝度値を２５６
階調のうち０，１の２階調にて規定する、所謂２ビットデータから構成されている。そこ
で、液晶画面２１の画素群のうち、第一輝度値として最小輝度値０が与えられる液晶画素
の領域は、第一画素領域２１１と定義される。また、液晶画面２１の画素群のうち、第二
輝度値として最大輝度値１が与えられる液晶画素の領域は、第二画素領域２１２と定義さ
れる。さらに、それら領域２１１，２１２の各々において両者の境界に位置する液晶画素
は特に、境界画素２１１ｂ，２１２ｂと定義される。
【００２６】
　（液晶表示制御フロー）
　次に、表示制御ユニット４が予め内部メモリ４０に記憶の制御プログラムを実行するこ
とで、図５に示す各ステップが機能的に実現される液晶表示制御フローを、詳細に説明す
る。尚、車両において液晶表示制御フローは、車両において内燃機関又はモータジェネレ
ータ等の駆動源を始動させるためのパワースイッチのオン操作に応じて開始され、当該駆
動源を停止させるための同スイッチのオフ操作に応じて終了する。また、液晶表示制御フ
ロー中の「Ｓ」とは、各ステップを意味する。
【００２７】
　Ｓ１０では、マトリクスデータであるデータＤ０，Ｄｄ等、内部メモリ４０に一時的に
記憶される一時記憶データを、初期化する。それと共にＳ１０では、内部メモリ４０に記
憶されるタイムカウンタＣｔを初期化した後、表示制御ユニット４の内部タイマ４１（図
１参照）による計時を開始する。これにより、タイムカウンタＣｔは、計時に従って逐次
カウントアップされる。こうしたＳ１０の次にＳ１１では、基準データＤ０（図４参照）
を準備する。
【００２８】
　さらにＳ１２では、ジャギーを緩和するためのアンチエイリアス処理を、Ｓ１１により
準備された基準データＤ０に対し実行する。具体的にＳ１２のＳ１２０では、中間輝度値
Ｌｍが与えられる中間輝度画素として、図４に示す領域２１１，２１２の各境界画素２１
１ｂ，２１２ｂを選択する。このとき、領域２１１，２１２の領域境界線Ｂ（図４の破線
参照）のうちＹ軸方向に沿う二つの境界線部Ｂｙと交差して選択線Ｓが想定されることで
、当該選択線Ｓ上となる境界画素２１１ｂ，２１２ｂが中間輝度画素に選択される。
【００２９】
　続いてＳ１２のＳ１２１では、Ｓ１２０より選択された各境界画素２１１ｂ，２１２ｂ
の輝度値を、各境界画素２１１ｂ，２１２ｂ毎に設定される周囲画素の輝度値と共に平均
演算することで、中間輝度値Ｌｍとしての平均輝度値を各境界画素２１１ｂ，２１２ｂに
与える。このとき周囲画素には、図６において基準データＤ０に符号２１３を付して例示
するように、境界画素２１１ｂ，２１２ｂのＸ軸方向両側に位置する画素と、境界画素２
１１ｂ，２１２ｂのＹ軸方向両側のうち同画素２１１ｂ，２１２ｂとは逆領域２１２，２
１１に位置する画素とが、設定される。こうした設定下にて先述の如き平均演算が遂行さ
れることでＳ１２１では、各境界画素２１１ｂ，２１２ｂの輝度値が基準データＤ０の０
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又は１から中間輝度値Ｌｍとしての平均輝度値へと変換された中間データＤｍを、画素群
の一部を模式的な画像イメージで示した図７の如く生成する。尚、このように生成される
中間データＤｍは、本実施形態のＳ１２１では内部メモリ４０に記憶される。
【００３０】
　ここまで説明したＳ１２によるアンチエイリアス処理が終了すると、図５に示すように
液晶表示制御フローのＳ１３では、中間輝度値Ｌｍの補正を更新する補正更新処理又はそ
の中止処理を、Ｓ１２１により生成された中間データＤｍに対し実行する。具体的にＳ１
３のＳ１３０では、車両の始動を起点とした初期更新期間Ｐｉを、規定する。このとき本
実施形態では、例えば図８に示す如き実験データ又はシミュレーションデータ等に基づい
て、車両始動から液晶パネル２の温度を安定させるための期間が予め設定（想定）される
ことで、初期更新期間Ｐｉは当該予設定期間に固定される。
【００３１】
　ここで図８では、車両始動時において液晶パネル２の温度が予測される最低温度ＭＩＮ
、平均温度ＡＶＥ及び最高温度ＭＡＸのいずれの場合でも、当該パネル温度を完全に安定
させるために必要な時間のうち、車両始動から最短時間となる予設定期間に初期更新期間
Ｐｉが固定されている。尚、温度を完全に安定させるために必要な最短時間よりも短い又
は長い予設定期間に、初期更新期間Ｐｉが固定されてもよい。また、以上の如きＳ１３０
について、例えば内部メモリ４０からの予設定期間の読み出し等により初期更新期間Ｐｉ
が一旦規定された後の実行は、スキップされてもよい。
【００３２】
　続いてＳ１３のＳ１３１では、内部メモリ４０におけるタイムカウンタＣｔの値に基づ
いて、車両始動から初期更新期間Ｐｉが経過した（Ｃｔ＞Ｐｉ）か否かを、判定する。そ
の結果、Ｓ１３１にて否定判定が下された場合に現タイミングは初期更新期間Ｐｉ内にあ
るとして、Ｓ１３のＳ１３２を実行する。Ｓ１３２では、温度センサ３の出力信号に基づ
き、液晶パネル２の現在温度Ｔｐを取得する。
【００３３】
　続いてＳ１３のＳ１３３では、液晶パネル２のガンマ値γのうち、Ｓ１３２により取得
された現在温度Ｔｐに対応する現在ガンマ値γｐを、定義する。ここで現在ガンマ値γｐ
と現在温度Ｔｐとの相関データは、テーブル、マップ又は演算式の形式で内部メモリ４０
に予め記憶されており、当該相関データに従って１よりも大きな現在ガンマ値γｐが定義
される。尚、このように定義される現在ガンマ値γｐは、本実施形態のＳ１３３では内部
メモリ４０に記憶される。
【００３４】
　また続いてＳ１３のＳ１３４では、Ｓ１２１により各境界画素２１１ｂ，２１２ｂ毎に
与えられた中間輝度値Ｌｍから変換させる補正輝度値Ｌｃを、Ｓ１３３により定義された
現在ガンマ値γｐに基づいて更新するように演算する。ここで補正輝度値Ｌｃと、先述の
値Ｌｌ，Ｌｍ，γｐ及び後述の値γｂとの相関データは、下記の式２を表す演算式の形式
で内部メモリ４０に予め記憶されており、当該相関データに従って補正輝度値Ｌｃへと変
換する更新演算が各境界画素２１１ｂ，２１２ｂ毎に遂行される。また、そうした相関デ
ータにより表される式２において基準ガンマ値γｂは、基準温度Ｔｂとして本実施形態で
は例えば２５℃等とされる常温に対応して、１よりも大きな２．２等のガンマ値γに定義
されている。さらに、式２を表す相関データに従った演算結果に現出する小数点以下の数
値は、全て切り上げ、全て切り下げ、又は四捨五入により近似される。尚、図３には、式
２に従う補正輝度値Ｌｃの中間輝度値Ｌｍに対する相関が、常温（２５℃）と低温（－３
０℃）とで対比して例示されている。
　Ｌｃ＝Ｌｌ×（Ｌｍ／Ｌｌ）（γｂ／γｐ）　…（式２）
【００３５】
　尚、基準温度Ｔｂが現在温度Ｔｐと一致している場合には、現在ガンマ値γｐが基準ガ
ンマ値γｂと一致することで、式２を表す相関データに従った演算結果としての補正輝度
値Ｌｃが補正前の中間輝度値Ｌｍと一致することになる（図３参照）。そこで、基準温度
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Ｔｂが現在温度Ｔｐと一致している場合のＳ１３４では、式２を表す相関データに従った
演算を遂行しないで、中間輝度値Ｌｍをそのまま補正輝度値Ｌｃとして与えてもよい。
【００３６】
　以上の後にＳ１３のＳ１３５では、Ｓ１３２により更新演算された補正輝度値Ｌｃを各
境界画素２１１ｂ，２１２ｂの駆動輝度値Ｌｄとして与えるために、画素群の一部を模式
的な画像イメージで示した図２，９の如く駆動データＤｄを生成する。このとき、境界画
素２１１ｂ，２１２ｂ以外の液晶画素には、Ｓ１１により準備された基準データＤ０の輝
度値をそのまま駆動輝度値Ｌｄとして与えるように、駆動データＤｄを生成する。ここで
図２は、基準温度Ｔｂと一致した現在温度Ｔｐとしての常温（２５℃）、即ち現在ガンマ
値γｐが基準ガンマ値γｂと一致する常温での駆動データＤｄの駆動輝度値Ｌｄを、例示
している。一方で図９は、基準温度Ｔｂからずれた現在温度Ｔｐとしての低温（－３０℃
）、即ち現在ガンマ値γｐが基準ガンマ値γｂからずれる低温での駆動データＤｄの駆動
輝度値Ｌｄを、例示している。尚、このように生成される駆動データＤｄは、本実施形態
のＳ１３５では内部メモリ４０に記憶される。
【００３７】
　ここまで説明したように、Ｓ１３のうちＳ１３１にて否定判定が下された場合には、初
期更新期間Ｐｉにおける補正更新処理が実行される。そこで、このＳ１３での補正更新処
理が終了すると、図５に示すように液晶表示制御フローのＳ１４では、初期更新期間Ｐｉ
における駆動処理を実行する。具体的にＳ１４では、Ｓ１３５により生成された駆動デー
タＤｄに基づいて液晶画面２１の各液晶画素を駆動することで、当該液晶画面２１に画像
を表示させる。
【００３８】
　このとき、Ｓ１２０により中間輝度画素として選択の各境界画素２１１ｂ，２１２ｂで
は、Ｓ１３４により演算の補正輝度値Ｌｃに基づいた各液晶画素の駆動を遂行する。その
結果、画素群の一部を模式的な画像イメージで図１０，１１に示すように、実表示輝度Ｌ
ｒが先述の式１に従って現出する。ここで図１０は、基準温度Ｔｂと一致した基準温度Ｔ
ｂとしての常温（２５℃）、即ち現在ガンマ値γｐが基準ガンマ値γｂと一致する常温で
の実表示輝度Ｌｒを、例示している。一方で図１１は、基準温度Ｔｂからずれた現在温度
Ｔｐとしての低温（－３０℃）、即ち現在ガンマ値γｐが基準ガンマ値γｂからずれる低
温での実表示輝度Ｌｒを、例示している。
【００３９】
　これら図１０，１１からも明らかなように初期更新期間Ｐｉの現在温度Ｔｐ下では、先
述の式１，２に基づき下記の式３が成立することで、温度依存の抑制された実表示輝度Ｌ
ｒの中間輝度値Ｌｍからのずれが、ジャギーの緩和に小さ過ぎず大き過ぎないように適正
化される。尚、図３には、この式３に初期更新期間Ｐｉの補正更新処理によって従うこと
になる実表示輝度Ｌｒが、先述の中間輝度値Ｌｍ及び補正輝度値Ｌｃと共に、追加して示
されている。尚、図３には、式３に従う実表示輝度Ｌｒの中間輝度値Ｌｍに対する相関に
つき、常温（２５℃）と低温（－３０℃）とで一致することが、例示されている。
　Ｌｒ＝Ｌｌ×（（Ｌｍ／Ｌｌ）（γｂ／γｐ））γｐ　…（式３）
【００４０】
　ここで特にノーマリブラック型の液晶画面２１では、中間輝度値Ｌｍからの実表示輝度
Ｌｒのずれが実表示輝度Ｌｒの高側に小さくなり過ぎると、境界画素２１１ｂ，２１２ｂ
の表示が明るくなり過ぎて目立ち易くなることで、ジャギーの緩和具合を悪化させる。故
に、式３の成立により実表示輝度Ｌｒのずれは、適正化されて小さくなり過ぎるのを抑制
される。
【００４１】
　また一方でノーマリブラック型の液晶画面２１では、中間輝度値Ｌｍからの実表示輝度
Ｌｒのずれが実表示輝度Ｌｒの低側に大きくなり過ぎると、境界画素２１１ｂ，２１２ｂ
の表示が暗くなり過ぎて視認し難くなることで、ジャギーの緩和具合を悪化させる。故に
、式３の成立により実表示輝度Ｌｒのずれは、適正化されて大きくなり過ぎるのも抑制さ
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れる。
【００４２】
　さて、以上においては、Ｓ１３のうちＳ１３１にて否定判定が下された場合の後続処理
を説明した。次に、Ｓ１３のうちＳ１３１にて肯定判定が下された場合の後続処理を説明
する。図５に示すように液晶表示制御フローでは、Ｓ１３１にて肯定判定が下された場合
に、現タイミングは初期更新期間Ｐｉ外にあるとして、Ｓ１３のＳ１３６を実行する。Ｓ
１３６では、今回サイクルのＳ１１にて基準データＤ０の変更はあったか否かを、判定す
る。
【００４３】
　Ｓ１３６にて否定判定が下された場合には、Ｓ１３７を実行する。Ｓ１３７では、前回
サイクル以前の過去サイクルにて最後（直近）のＳ１３５により記憶された駆動データＤ
ｄを、内部メモリ４０から読み出した後にＳ１４へと移行することで、当該読出データＤ
ｄに基づく画素駆動を遂行させる。このようにＳ１３１にて肯定判定が下され且つＳ１３
６にて否定判定が下された場合には、車両始動から初期更新期間Ｐｉが経過しているので
、現在温度Ｔｐに応じた補正更新処理が中止される。
【００４４】
　但し、Ｓ１３１にて肯定判定が下された場合でもＳ１３６にて肯定判定が下された場合
には、Ｓ１３８を実行後、Ｓ１３４，Ｓ１３５，Ｓ１４を実行する。即ち、車両始動から
初期更新期間Ｐｉが経過している場合でも基準データＤ０に変更があった場合には、前回
サイクル以前の過去サイクルにて最後（直近）のＳ１３３により記憶された現在ガンマ値
γｐを、Ｓ１３８にて内部メモリ４０から読み出した後にＳ１３４，Ｓ１３５，Ｓ１４へ
と順次移行する。これにより、初期更新期間Ｐｉの経過後は更新されなくなる記憶値γｐ
に基づいた補正輝度値Ｌｃの演算から、駆動データＤｄの生成及び画素駆動を遂行させる
ことになる。このとき特に補正輝度値Ｌｃの演算は、基準データＤ０の変更に伴う中間デ
ータＤｍの変更（即ち、中間輝度画素及び／又は中間輝度値Ｌｍの変更）に応じたものに
限られることから、現在温度Ｔｐに応じた補正更新処理は中止されているといえる。
【００４５】
　尚、図５に示すように液晶表示制御フローのＳ１４では、補正更新処理の遂行及び中止
の如何に拘わらず駆動処理が終了すると、Ｓ１１へ戻る。ここでＳ１１の実行から、この
戻りまでに要する時間は、補正更新処理の遂行及び中止に拘わらず実質一定となるように
、液晶表示制御フローのサイクルタイムが制御される。
【００４６】
　以上より第一実施形態では、表示制御ユニット４のうちＳ１３２を実行する機能部分が
「温度取得部」に相当し、表示制御ユニット４のうちＳ１２０，Ｓ１２１を実行する機能
部分が「画素選択部」に相当する。また第一実施形態では、表示制御ユニット４のうちＳ
１３０を実行する機能部分が「期間規定部」に相当し、表示制御ユニット４のうちＳ１３
１，Ｓ１３３，Ｓ１３４，Ｓ１３５，Ｓ１３６，Ｓ１３７，Ｓ１３８を実行する機能部分
が「輝度補正部」に相当する。さらに第一実施形態では、表示制御ユニット４のうちＳ１
４を実行する機能部分が「画素駆動部」に相当する。
【００４７】
　（作用効果）
　ここまで説明の第一実施形態による作用効果を、以下に説明する。
【００４８】
　第一実施形態によると、車両の始動を起点として規定される初期更新期間Ｐｉでは、中
間輝度画素として選択される境界画素２１１ｂ，２１２ｂにアンチエイリアス処理によっ
て与えられる中間輝度値Ｌｍの補正が、液晶パネル２の現在温度Ｔｐに応じて更新される
。これによれば、補正の更新された中間輝度値Ｌｍ（即ち補正輝度値Ｌｃ）に基づき駆動
される境界画素２１１ｂ，２１２ｂでの実表示輝度Ｌｒには、中間輝度値Ｌｍからのずれ
に温度依存性が現出するのを抑制することができる。
【００４９】
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　しかも第一実施形態によると、車両の始動から初期更新期間Ｐｉが経過すると、現在温
度Ｔｐに応じた中間輝度値Ｌｍの補正更新が中止される。これによれば、車両において始
動から初期更新期間Ｐｉの経過した走行時の表示制御ユニット４（特に内部メモリ４０）
では、中間輝度値Ｌｍの補正更新に費やされるリソースを低減して、画像表示制御に必要
なリソースを確保することができる。
【００５０】
　以上のことから第一実施形態では、車両の始動から画像表示の視認性を安定させると共
に、車両の走行時には円滑な画像表示を達成することが可能となる。
【００５１】
　ここで特に第一実施形態によると、車両始動から液晶パネル２の温度を安定させるため
の予設定期間に固定された初期更新期間Ｐｉの終端を境に、現在温度Ｔｐに応じた中間輝
度値Ｌｍの補正更新処理と当該補正更新の中止処理とが切り替えられることになる。これ
によれば、車両走行時にて中間輝度値Ｌｍの補正更新に費やされるリソースだけでなく、
車両始動直後から初期更新期間Ｐｉの規定に費やされるリソースも低減して、円滑な画像
表示達成効果を長きに亘って確保することが可能となる。
【００５２】
　また第一実施形態によると、中間輝度画素として選択される境界画素２１１ｂ，２１２
ｂにアンチエイリアス処理によって与えられた中間輝度値Ｌｍからは、上記式２の右辺Ｌ
ｌ×（Ｌｍ／Ｌｌ）（γｂ／γｐ）にて表される補正輝度値Ｌｃが更新演算される。即ち
、基準温度Ｔｂに対応して１よりも大きな基準ガンマ値γｂのべき乗と、液晶パネル２の
現在温度Ｔｐに対応する現在ガンマ値γｐの逆数のべき乗とが、中間輝度値Ｌｍから補正
輝度値Ｌｃへ変換の更新演算に反映され得る。これによれば、補正輝度値Ｌｃに基づき駆
動される境界画素２１１ｂ，２１２ｂでの実表示輝度Ｌｒについて、中間輝度値Ｌｍから
のずれをジャギーの緩和に適正化しつつ、当該ずれの温度依存性を抑制することができる
。故に、ジャギーの緩和による見栄えをばらつき難くして、画像表示の視認性を安定的に
高めることが可能となる。
【００５３】
　さらに第一実施形態によると、液晶パネル２の画素群のうち最小輝度値０の第一画素領
域２１１と最大輝度値１の第二画素領域２１２との境界に位置する境界画素２１１ｂ，２
１２ｂには、それら０，１間の中間輝度値Ｌｍが与えられる。このとき、境界画素２１１
ｂ，２１２ｂとその周囲画素２１３との平均輝度値がアンチエイリアス処理により中間輝
度値Ｌｍとして与えられることで、当該中間輝度値Ｌｍから補正輝度値Ｌｃへの変換が遂
行されることになる。これによれば、ジャギーの緩和に適正化された実表示輝度Ｌｒを境
界画素２１１ｂ，２１２ｂにて適正に発現させることができるので、画像表示の視認性を
安定的に高める上で有利となる。
【００５４】
　（第二実施形態）
　図１２に示すように本発明の第二実施形態は、第一実施形態の変形例である。第二実施
形態の液晶表示制御フローでは、Ｓ１３においてＳ１３０に代わるＳ２１３０の実行前に
、Ｓ１３２による現在温度Ｔｐの取得を遂行する。これによりＳ２１３０では、Ｓ１３２
により取得された現在温度Ｔｐが安定したか否かを判定する。ここで現在温度Ｔｐが安定
するとは、当該安定と擬制可能な範囲に現在温度Ｔｐが所定時間以上収まることを、意味
する。
【００５５】
　こうしたＳ２１３０にて否定判定が下された場合に第二実施形態の液晶表示制御フロー
では、Ｓ１３においてＳ１３１に代わるＳ２１３１を実行する。Ｓ２１３１では、初期更
新期間Ｐｉを次回のＳ２１３０まで継続させるように規定してから、Ｓ１３３へ移行する
。一方、Ｓ２１３０にて肯定判定が下された場合に第二実施形態の液晶表示制御フローで
は、初期更新期間Ｐｉは終了したとして、Ｓ１３６へと移行する。
【００５６】
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　尚、このような第二実施形態では、Ｓ１０にて開始されるタイムカウンタＣｔの初期化
及びカウントアップは不要となる。以上より第二実施形態では、表示制御ユニット４のう
ちＳ２１３１を実行する機能部分が「期間規定部」に相当し、表示制御ユニット４のうち
Ｓ２１３０，Ｓ１３３，Ｓ１３４，Ｓ１３５，Ｓ１３６，Ｓ１３７，Ｓ１３８を実行する
機能部分が「輝度補正部」に相当する。
【００５７】
　ここまで説明の第二実施形態によると、液晶パネル２の現在温度Ｔｐが安定したと判断
されるまで継続される初期更新期間Ｐｉの終端を境に、現在温度Ｔｐに応じた中間輝度値
Ｌｍの補正更新処理と当該補正更新の中止処理とが切り替えられることになる。これによ
れば、中間輝度値Ｌｍからの実表示輝度Ｌｒずれの抑制と画像表示制御に必要なリソース
の確保とを各々の適時に実現して、車両始動からの画像表示の視認性安定効果と車両走行
時の円滑な画像表示達成効果とを共に達成することが可能となる。
【００５８】
　（第三実施形態）
　図１３に示すように本発明の第三実施形態は、第一実施形態の変形例である。第三実施
形態の液晶表示制御フローでは、Ｓ１３においてＳ１３０に代わるＳ３１３０の実行前に
、Ｓ１３２による現在温度Ｔｐの取得を遂行する。これによりＳ３１３０では、Ｓ１３２
により取得された現在温度Ｔｐに基づくことで、当該現在温度Ｔｐが安定するまでの期間
を推定して、当該推定期間に初期更新期間Ｐｉを規定する。
【００５９】
　ここで現在温度Ｔｐが安定するとは、第二実施形態と同様、当該安定と擬制可能な範囲
に現在温度Ｔｐが所定時間以上収まると推測されることを、意味する。また、現在温度Ｔ
ｐが完全に安定すると推定される期間のうち、第三実施形態では車両始動から最短時間と
なる初期更新期間Ｐｉが、規定される。尚、現在温度Ｔｐが完全に安定すると推定される
期間よりも短い又は長い初期更新期間Ｐｉが、規定されてもよい。また、以上の如きＳ３
１３０について、初期更新期間Ｐｉが車両始動に伴って一旦規定された後の実行は、スキ
ップされてもよいし、サイクル毎に初期更新期間Ｐｉを更新するものであってもよい。
【００６０】
　第三実施形態の液晶表示制御フローでは、こうしたＳ３１３０の終了後にＳ１３１を実
行することになる。以上より第三実施形態では、表示制御ユニット４のうちＳ３１３０を
実行する機能部分が「期間規定部」に相当する。
【００６１】
　ここまで説明の第三実施形態によると、液晶パネル２の現在温度Ｔｐに基づくことでそ
の安定までの期間として正確に推定され得る初期更新期間Ｐｉの終端を境に、現在温度Ｔ
ｐに応じた中間輝度値Ｌｍの補正更新処理と当該補正更新の中止処理とが切り替えられる
ことになる。これによれば、中間輝度値Ｌｍからの実表示輝度Ｌｒずれの抑制と画像表示
制御に必要なリソースの確保とを各々の適時に実現して、車両始動からの画像表示の視認
性安定効果と車両走行時の円滑な画像表示達成効果とを共に達成することが可能となる。
【００６２】
　（他の実施形態）
　以上、本発明の複数の実施形態について説明したが、本発明は、それらの実施形態に限
定して解釈されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々の実施形
態及び組み合わせに適用することができる。
【００６３】
　具体的に、第一～第三実施形態に関する変形例１では、ノーマリホワイト型の液晶画面
２１を有した液晶パネル２が採用されてもよい。この変形例１では、駆動輝度値Ｌｄとし
て最小輝度値の０が与えられる場合に、式１に従って実表示輝度Ｌｒも０となることで、
液晶画素の表示色はホワイトとなる。また変形例１では、駆動輝度値Ｌｄとして最大輝度
値Ｌｌの２５５が与えられる場合には、式１に従って実表示輝度Ｌｒも２５５となること
で、液晶画素の表示色はブラックとなる。
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　第一～第三実施形態に関する変形例２の液晶表示制御フローでは、Ｓ１２１にて先述し
た平均演算以外のアンチエイリアス処理が実行されることで、各境界画素２１１ｂ，２１
２ｂに中間輝度値Ｌｍが与えられてもよい。例えば、一フレームでの走査順が先となるこ
とで境界画素２１１ｂ，２１２ｂとして平均輝度値の演算が当該先に遂行された周囲画素
２１３の輝度値に、当該先の演算での平均輝度値が採用されてもよい。
【００６５】
　第一～第三実施形態に関する変形例３の液晶表示制御フローでは、Ｓ１３２による現在
温度Ｔｐの取得は、Ｓ１０，Ｓ１１の間、Ｓ１１，Ｓ１２の間、又はＳ１２の途中にて遂
行されてもよい。
【００６６】
　第一～第三実施形態に関する変形例４では、補正輝度値Ｌｃと値Ｌｌ，Ｌｍ，γｐ，γ
ｂとの相関データは、式２に従う例えばテーブル又はマップの形式で内部メモリ４０に予
め記憶されていてもよい。この変形例４の液晶表示制御フローでは、Ｓ１３２にてテーブ
ル形式又はマップ形式の相関データにて値Ｌｍ，γｐに対応する補正輝度値Ｌｃを内部メ
モリ４０から読み出すことで、中間輝度値Ｌｍから補正輝度値Ｌｃへと変換する更新演算
　第一～第三実施形態に関する変形例５の液晶表示制御フローでは、図１４に示すように
Ｓ１３６，Ｓ１３７が実行されなくてもよい。第一～第三実施形態に関する変形例６の液
晶表示制御フローでは、中間データＤｍの変更（即ち、中間輝度画素及び／又は中間輝度
値Ｌｍの変更）はあったか否かが、Ｓ１３６にて判定されてもよい。尚、図１４，１５は
、第一実施形態に関する変形例５，６を、それぞれ代表的に示している。
【００６７】
　第一～第三実施形態に関する変形例７では、基準データＤ０における第一画素領域２１
１の輝度値が液晶画素の最小輝度値よりも大きな値に、既定されていてもよい。第一～第
三実施形態に関する変形例８では、基準データＤ０における第二画素領域２１２の輝度値
が液晶画素の最大輝度値（Ｌｌ）よりも小さな値に、既定されていてもよい。
【００６８】
　第一～第三実施形態に関する変形例９では、液晶表示制御フローの各ステップのうち少
なくとも一部は、例えば一つ又は複数のＩＣ等から構成されたハードウェアにより、実行
されてもよい。以上の他、虚像表示するための液晶パネルを制御する表示制御ユニット、
並びに虚像表示するための液晶パネルを含んで構成される液晶表示装置に、本発明は適用
されてもよい。
【符号の説明】
【００６９】
１　液晶表示装置、２　液晶パネル、３　温度センサ、４　表示制御ユニット、４０　内
部メモリ、２０　パネル本体、２１　液晶画面、２１１　第一画素領域、２１１ｂ　境界
画素、２１２　第二画素領域、２１２ｂ　境界画素、２１３　周囲画素、Ｃｔ　タイムカ
ウンタ、Ｄ０　基準データ、Ｄｄ　駆動データ、Ｄｍ　中間データ、Ｌｃ　補正輝度値、
Ｌｄ　駆動輝度値、Ｌｌ　最大輝度値、Ｌｍ　中間輝度値、Ｌｒ　実表示輝度、Ｐｉ　初
期更新期間、Ｔｂ　基準温度、Ｔｐ　現在温度、γｂ　基準ガンマ値、γｐ　現在ガンマ
値
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摘要(译)

本发明的目的是提供一种显示控制单元，其在车辆行驶时实现稳定的图
像可视性，并且在车辆行驶时实现平滑的图像显示。 显示控制单元从用
于获取液晶面板的当前温度Tp的温度获取单元S132和形成液晶面板的像
素组中选择通过抗混叠处理给出中间亮度值Lm的中间亮度像素。部分
S120和S121，时段定义部分S130定义从车辆起点开始的初始更新时段
Pi，以及由时段定义部分根据温度获取部分获取的当前温度Tp定义的初
始更新时段Pi在更新亮度值Lm的校正的同时，根据当初始更新周期Pi从
开始经过时的当前温度Tp停止更新的亮度校正单元S131，S133，
S134，S135，S136和S137像素驱动单元S14在功能上被配置为通过亮
度校正单元基于校正中间亮度值Lm来驱动所选择的中间亮度像素。 [选
中图]图5
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